
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を最 も厳密に扱 ってきたと指摘する＊气 そして，
地域のスケールが大きくなるほど，気候学的事象
が時間的に長く続くことを指摘し， この発想が人
























全 国 がB4 版 用
紙大
関東地方が新聞
紙１ページ大
水田が地図記号
で判別
水田１筆ずつ描
き分けることが
可能
米 は北海北部・東部を除く日本全域で行われている。
日本における米作の普遍性ないしは第一義性（日本の農村では，条
件さえ許せば何よりもまず，米を優先的 に作ろうとしていること），
アジアモンスーン地帯の農業 の一般的特色。特に日本の場合，江戸時
代の米遣いの経済の影響は。近年 は，政府の農業政策や米価問題。
米 は決して全国いたる所で行われているので はなくて，行われてい
るのは平野である。
日本における山地と平野の土地利用上の極端なコントラスト。米 の
余剰地域と不足地域，早場米，米の全国的流通。
平野といってもそれは沖積平野であって，洪積台地といちじるしい
コントラストをなしている。関東とくらべ，近畿では，古来水利の便
をはかつて，洪積台地上 も水田化かかなり進んでいること。
反当収量の地域差，機械化の進展状況の地域差。
段丘や扇状地などのこまやかな地形との関係や，土壌の保水性，重
粘土地帯などという土壌 の性質との関係。幹線用水路・溜池などの主
要灌漑施設の存在，裏作の有無および卓越裏作物の種類。畑の水田化，
海岸・湖沼の干拓による水田の拡大，水田の果樹園への転換。
各水田の所有・経営関係，農家の屋敷から各経営田までの距離，耕
地整理 による農道・用排水路の整備状況や交換分合，１筆 ごとの裏作
物，田畑輪換経営。
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ある。
ところで
，平成20年版中学校学習指導要領解説
社会編では
，匚『地域の規模に応じて』については，
一般に，身近な地域のように小さな地域を対象に
する場合と
，関東地方といった七地方区分による
地方規模
，そして日本といった国家規模の地域を
対象とする場合とでは
，着目すべき地理的事象も
異なるし
，学習の仕方も異なってくる。往々にし
て地理学習では
，例えば100万分の１程度の縮尺
の地図でとらえるのがふさわしい七地方区分によ
る地方規模の地域を学習対象としているのに
，実
際の学習はその地方に属する５万分の１から20万
分の１の地図でとらえるのがふさわしいような小
さな規模の地域を次々と取り上げるような学習と
なったことがあった
。このため，本来とらえるべ
き地方規模の地域の特色がほとんど明らかになら
ないといった傾向がみられた
。ブ44と述べている。
この指摘は
，巨視的か微視的かという浮田の指摘
と通底しており
，注目に値するものである。
地域を読み解く視点と方法は
，この匚スケール」
の問題を抜きにして論ずることはできない
。スケー
ルを一つの視点として，それぞれの実践が，また
ＳＯＷがどのような問いを設定しているのかを吟味
することが
，地域を読み解く視点を整理するフレー
ムワ
クーとなる可能性がある。また，スケールの
概念をフレームワークに設定すること自体が，地域を読み解く方法とも考えられる。
Ⅵ。おわりに
地域の特色を理解する学習は
，地誌学習と位置
づけられてきた
。地誌学習は自然から人文までの
幅広く複合的な内容の理解を可能にするという特
質を持っている反面
，子どもが特色を理解する意
義を実感しにくいという問題を抱えてきた
。地域
を読み解いていくことは子どもの社会認識にとっ
ていかなる意味で有効なのかという点や
，地域の
特色を表す概念や理論はどのような基準で選択さ
れるのかという点がクリアになっていない点てあ
る
。こういった課題に少しでも答えようとするた
めに
，地域を読み解く視点と方法について議論し
ようとしたのが
，本稿が報告しようとする課題研
究のねらいであった。本稿を以下の視点,で整理し
たい。
ａ）新しい地理教育実践創造に向けての展望
地域という空間概念
，又は地域性を読み解いて
いく視点と方法として
，地理学固有の視点と方法
を中核として用いるものも
，地理学自体の特徴に
より学際的(inter disciplinary)となる鵞素があ
る
。また，地域の特徴を捉える視点を地理独自の
視点,と方法によらず
，学際的にとらえ総合的な地
域研究を指向する方法は
，前者と対立するもので
はなく
，空間軸形式と社会認識形式の両立という
視点から考えると，相互補完するべきものとも考
えられる。
イギリスの地理科の内容は
，社会を担い，つくっ
ていくシティズンシップとの連携が密であり
，内
容的には低学年から学年が上がるにつれ
，地理固
有の内容からシティズンシップとの連携が強化さ
れる傾向かおることがわかった
。これらは日本の
社会科が目指す方向と同じところを向いていると
考えられるが
，その到達点については今後も議論
が必要である
。
b）残された課題
当日の議論のうち
，学際性，スケール概念につ
いては充分議論が深まらなかった
。
しかし
，特に小さい地域，まはミクロな課題
を
，より大きな地域やマクロな課題の中にどのよ
うに位置づけていくのかという点は，重要な視点
である。
最後になったが
，当日の発表者，指定討論者，
そして課題研究参加者の皆様にお礼を申し上げた
い
。コーディネーター 不行き届きのため，話が
煮詰まらないうちに時間がきてしまったこと
，そ
して
，指定討論者的確な論点整理をしていただ
いたにもかかわらず
，十分議論を深めることがで
きなかったことをお詫びしたい。
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